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【都道府県別】BONDプロジェクトに届いたLINE相談件数(2021年1⽉〜12⽉)

BONDプロジェクトに届いた直近の相談件数（2021年1⽉〜12⽉） （件）

（件）

全国から届く相談に対応するため出張面談、
同行支援を行なってきた

困難を抱える若年⼥性がコロナの影響もあり、
全国的に増えている。

出張面談、同行支援をなぜ行うのか？出張面談、同行支援をなぜ行うのか？
特に緊急度の⾼い場合（家出している、⽣活困窮している、孤
⽴した⼦育てをしている、妊娠している、性被害にあってい
る、住む場所がないなど）は迅速に出張⾯談を⾏い、必要な⽀
援に繋ぐ。
相談者１⼈では相談窓⼝で話せないケース（⾏政への相談に敷
居を⾼く感じている、⾃分の状況や考えを上⼿く⾔語化できな
い、混乱している、精神⾯を含めた体調不良の症状が出ている
など）については窓⼝に同⾏する。⽀援を受けることに不安を
抱えている場合もあり、背中を押す役割にもなっている。

対面相談がなぜ必要なのか？対面相談がなぜ必要なのか？
文字のやり取りだけではわからないことがある。雰囲気、話し
方や声の調⼦、体調、衛⽣状態、家出している場合は荷物の量
や服装、地方への出張⾯談の場合は暮らしている環境など会う
と知れることがあり、なぜ相談や⽀援からこぼれ落ちてきてし
まったのか、どのような⽀援を必要としているかがわかること
もある。
また、コロナの影響で⼈との関わりが薄くなり、⾏ける場所が
減っていることなども孤独や孤⽴を深めることに繋がっており、
コロナ禍のような有事の時だからこそ対⾯相談が必要となって
いる。



・コロナによって⽣活スタイルや家族関係が変化したことについての相談。
「コロナのせいで」などの⾔葉がなくてもよく話を聞いていくとコロナの影響を受けていることが多い。
・⼈との関係が希薄になり、孤独感を強めている⼦が多い。家族との関係が良くない、所持⾦がないなど問題を抱えている⼦ほど孤独・孤⽴も抱えやすい。
・元々抱えている問題や困難が増幅、悪化したケースも多い。有事の際、影響や打撃を受けやすくなってしまう。
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どんな相談が増えているか？

・かつてのシェルター⼊所者などコロナに感染または濃厚接触者となり⾃宅待機している⼦への物資⽀援。
・⽣活困窮している⼦への物資⽀援。
・対⾯で相談できる相談室の運営開始(bond@横浜相談室：2020年10⽉より）
・感染予防対策がままならない⼦への対応。⾃分の抱えている問題が⼤変なのでそれどころ（コロナどころ）ではない、

セルフネグレクト、希死念慮から感染してもいいと思ってしまう、友⼈たちも感染対策を気にしていないとそれに流されてしまうなど。

親の仕事がリモートワークになり家で一緒に過ごす時間が増えた、親が失業し暴力が増えた、風俗で働きながら⼦育てをしているがコロナで客が来
なくなり収⼊が激減、普段受けている⽀援やサービスが受けられなくなった、コロナで学校が学年閉鎖となり家から出ることを禁止されている、家
族と一時的に距離を取りたいと思ってもコロナで⾏動が制限されたり店が閉まったりするため逃げ場所がない、孤独感や不安感が強くなり希死念慮
も強くなった。そうした気持ちをなんとかしたいと思ってSNSで繋がった男性と会ってしまう など

コロナ関連の相談（全国より）

コロナ禍での支援状況

度重なる緊急事態宣言等により出張面談、地方での同行支援に規制がかかり、連携先が必要となっている。

全国の相談に対応するために必要なこと
・各地域の支援団体との連携
・全国で若年⼥性に対応できる⺠間団体

・話を聞くだけではなく具体的な⽀援を必要としているケースには東京からの遠隔⽀援ができない。
・地域ならではの問題がある
（社会資源やシェルターの有無。気候、地形、交通機関、地域住⺠との関わり方等暮らしスタイルの違いなど）

コロナの影響を受けて・・・
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●複数の問題が複雑に絡み合っていることが多い。

●「居場所がない」「とにかく死にたい」「なんかつらい」「全部
無理」など曖昧な⾔葉や断片的な⾔葉でで相談が届き、何に困って
いるかがわかりづらいこともある。
しかし、丁寧に聞き取りをしていくとそうした一⾔の中に様々な思
いや背景があり、複雑な問題を抱えていることもわかってくる。

●SNS、家出、泊め男を頼ることなども若年女性ならではの特徴。

若年⼥性が抱えやすい問題と傾向

若年女性の⽀援のためには、こうした相談を受けら
れるようにしていくことが必要

泊め男とは：SNS上で家出している⼦や泊まる場所を探している
女の⼦にコメントを送るなど、少女たちと繋がりたい気持ちから
何らかのアクションを起こしている男性たちのこと。わいせつ目
的だけではなく、孤独から居場所のない少女たちに声をかけてい
たり、困っている少女を助けたいと正義感から⾏動しているケー
スも見られる。

● 「住む家がない」「DV被害を受けている」などの状況であれば
「⽣活困窮者」「DV被害者」として相談できる窓⼝や受けられる⽀
援もあるが、若年女性の傾向にあるようにそれらも含めて複雑に絡
み合っていたり、漠然としているケースであると制度の狭間に埋も
れてしまう。あらゆる相談を受け止め、対応していくことが必要。

● 18歳未満の⼦どもたちは児童福祉法によって守られているが、18
歳以上の⼦どもたちに⼿を差し伸べる法律は少ない。
児相の⽀援が終わってしまった18歳以上の⼦が家族からの暴力の相
談先に困ることがある。児相の対応の中ではそれらは「虐待」とし
て扱われるが、18歳を超えると同じように相談できるところがなく
なってしまう。
そのためBONDプロジェクトでは、年齢に関わらず「10代20代の若
年女性」という枠で対応している。
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BONDプロジェクトに届いた相談（２０２１年１⽉〜１２⽉・⾯談、オンライン⾯談、電話相談より/複数回答）

本⼈が問題を把握しきれていなかったり、状況を
整理しきれていないケースも多く、どんな問題を
抱えているのか気にかけ、本⼈が話せていないこ
ともあるのではないかとアンテナを張りながら丁
寧に聞き取りを⾏っている。

最初の訴えとして「心の状
態」「メンタルヘルス」「自
殺念慮」「自傷行為」などの
声が上がってきやすい。

最初の訴えとして「心の状
態」「メンタルヘルス」「自
殺念慮」「自傷行為」などの
声が上がってきやすい。

「家族」に関する何ら
かの悩みを抱えている
ことが多い。

「家族」に関する何ら
かの悩みを抱えている
ことが多い。

よく聞いていくと背景に
「貧困」「性被害」など
の深刻な問題があるケー
スもある。

よく聞いていくと背景に
「貧困」「性被害」など
の深刻な問題があるケー
スもある。

youtube
テレビ

検索

退
所
後
の
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フ
タ
Ⅰ
フ
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ロ
Ⅰ

アウトリーチから自⽴支援まで・BONDプロジェクトの⻑期にわたる包括的支援

相談や⽀
援に繋が
れていな
い女の⼦
と出会う

ネットの繋が
りからリアル
な繋がりへ

動く相談窓⼝

様々な相談⼿法。
揺れ動く気持ちに

寄り添う

⾯談等で継続⽀援

bond
を知る
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コロナの影響で抱えている問題が増幅

孤
独
孤
独

孤
⽴
孤
⽴

虐待、安心できない、
学校には⾏けるが家には帰れない
食べるものがない など

家のことは話せない、
いじめ、教師との不和、
学校に⾏けていない など

家家

状況を変えたい・・・でも家出しか方法が思いつかない
✔行くあてがなく彷徨う ✔未成年、身分証がない ✔お金がない ✔働けるところがない
✔コロナの影響で店が早く閉まる。夜間・深夜は特に居られる場所がない
✔公的機関：情報を知らない、手続きが煩雑、時間がかかる、過去の相談経験から抵抗がある

SNSを利用して居場所を求める、街で声をかけられた人について行く
コロナ禍でSNSの活発化、簡単に人と繋がれる

すぐに行ける場所、受け入れてくれる人、困ってる自分を助けてくれる人、寂しい時一緒にいてくれる人

泊め男泊め男  犯罪に巻き込まれるリスク 犯罪に巻き込まれるリスク  性被害・性的搾取 性被害・性的搾取  希死念慮 希死念慮

困難を抱えた若年⼥性にどんなことが起きているのか？なぜSNSや見知らぬ人に頼るのか？行き場のない少⼥たち

学
校
学
校

●なぜアウトリーチを
重視するか

⾃分から相談できないこと
も多く、死にたい気持ちを
抱えたまま街やネットを彷
徨い危険な目にあってしま
うため、被害やトラブルを
未然に防げるようにした
い。窓⼝で待っているだけ
では出会えないため、出向
いて出会いに⾏く。

    
  ●「安全な⼤⼈」に相談できない・しないのはなぜか
・過去に相談した経験から（話を聞いてもらえなかった、親の⾔うことを聞かれてしまった、思うような対応をしても 
   らえなかった、否定された、親に話されて虐待がエスカレートしたなど）
・「相談」することをハードルが⾼く感じる。相談するにはちゃんと話さなきゃいけないと思う。（⾃分の状況を筋道
⽴てて説明することができない）
・施設や公的機関は条件や規則が厳しいところだと思っている。ネットの評判を見た。
・⾃己肯定感が低く、「⾃分なんか」が相談していいと思えない。
・「普通の⼦」でいたい。何か事情があると思われたくない。周りに知られたくない。
・相談することで家族を壊してしまうのではないかという不安、辛い思いはしていても親と離れたくない。
・我慢することや危険な目にあうことに慣れてしまっている。優しくされることに慣れておらず⼿を差し伸べられても
    拒否してしまう。⾃分を⼤切にするという感覚がわからない。
・親に⾔われてしまうのではないかという不安や恐怖。親から相談しないよう止められている。 など

●⺠間⽀援団体の必要性
若年女性にとって公的な⽀援を受けるには「決
断」や「覚悟」を決めなければならない場合も
多く、そこに至るまでの間、揺れ動く気持ちに
寄り添う、一緒に考えるなどの「ゆらぎの時
間」に関わる⺠間団体の必要性を感じてきた。
⽀援を拒否してしまったり、公的⽀援は受けら
れなかったとしても、何らかの困難を抱えてい
る状況には変わりない。本⼈の状況に合わせて
できることを考えていくことも必要。
⾏政、⺠間それぞれの役割と強みがある。

ネットパトロールから相談・支援に繋がるために

共感や承認を求めている声がSNSやネット上には多く見られる。⾝近な⼈に悩みや本⾳を⾔うことができず、ネット上に居場所を求めている書き込みも多い。
 SNSが⼤事な居場所になっている反⾯、弱みにつけこまれ、犯罪被害やトラブルに巻き込まれてしまうケースは少なくない。
⽣まれた時からインターネットが⾝近にある世代にとってインターネットはライフラインとなっている。
SNSで趣味の仲間と出会うなど、ネット上の出会いが危険なものばかりではないため「SNSの⼈と会うこと」へのハードルも低くなっている傾向がある。

ハイリスク者の早期発見・早期介入が重要

家出少女の書き込みに対して即座
に⼤⼈の男性たちからリプライが
集まっている。(Twitterより）

SNSの現状

どのような書き込みに声をかけているのか？
   ・10代~20代、女性と推定できるユーザー 
   ・「死にたい」、「家出したい」、「殺してほしい」、「消えたい」といった内容を投稿している。 
見つけたハイリスクな書き込みに対してどのような対応をしているのか？

・相談先情報を伝えるリプライを送る。相談できる場所があると知ってもらう。
・「いいね❤」をつけてBONDプロジェクトの存在を知ってもらう。
・危険な書き込みをしている⼤⼈側のユーザーを専⽤フォームなどに通報する。

どのようにして書き込みを見つけるのか？
若年女性がよく使うハッシュタグやキーワードを調査する。時期によって流⾏的に使われるキーワードがある

  など使われるワードは流動的でもあるためそれらを追っていく。

#ハッシュタグとは
SNSの投稿の中で“タグ”として利⽤さ
れ、同じキーワードでの投稿を瞬時に
検索できたり、趣味・関心の似たユー
ザー同士で話題を共有したりすること
ができるようになる。
#死にたい、#泊めて、#パパ活、#一緒
に死にませんか など

同世代ならではの感覚やアンテナを活かすため、
ネットパトロール、SNS相談は相談者と同世代の女
性スタッフが中心となって対応している。
共感力、気軽さ、速いレスポンスを重視した対応を
⾏い「相談する」ということのハードルを下げる。
同時に相談⽀援経験の⻑いスタッフが管理・フォ
ローすることでその後の⽀援に繋げていく。

ネット上でのアウトリー
チからSNS相談に繋がっ
た⼈数
（SNS相談本格開始の
2018年3⽉〜2021年12⽉)

4,113 人

BONDプロジェクトで⾏なっているネット上のアウトリーチ Twitterのパトロール、悩み掲⽰板での相談先情報提供、
google広告の検索キーワード設定等
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●居場所を必要としていても公的⽀援に繋がれない、制度にたどり着けない若年女性のための居場所として。
拠点や環境があればトラウマや体調不良から回復していける、⽣活スキルを⾝につけていける、⾃⽴を目指していける
状況にあるの若年女性の回復⽀援。

なぜシェルターが必要なのか
●アウトリーチから居場所を必要とする⼦と繋がった際、受け皿となる拠点が必要になる。

特に夜間、公的機関や店が閉まった後の時間帯の居場所。
想定されるケース：街頭パトロールで声をかけた⼦がその日に⾏く場所がない状況である など

●「家を出たい」「⾏く場所がない」などの相談が毎日のように届いており、そうした相談に対応していくため。
想定されるケース：すでに家を出てきているが⾏く宛がない、所持⾦がもう数千円しかない など

●物理的な居場所（家や部屋）があるだけではなくスタッフがいるシェルターであること。
BONDプロジェクトのシェルターで⾏なっていること：
一緒に状況や気持ちを整理してその後の⽣活を考える。メンタルケアを⾏う。
家族に教わった経験がないため衛⽣管理がままならない場合や、セルフネグレクトの傾向があり食事を取らな
い、栄養バランスの偏りがあるなどのケースも多いため、衣食住の提供のほか、基本的な⽣活スキルを獲得でき
るようフォローもしている。

BONDプロジェクトのシェルターで対応したケース：
・次の⽀援に繋がらないまま１８歳になり児童相談所の⽀援が終了してしまった。
・学校には通えているが虐待家庭にあり居場所のない⼤学⽣。
・公的施設に⼊所したが規則や環境に耐えられず退所してしまった。⾃⽴は目指したい。

●退所後、⾃⽴後も頼れる場所として
シェルターに来る若年女性のほとんどは頼れる実家がない。

緊急一時
保護の受
け⼊れ先

中⻑期の
⾃⽴⽀援

⻑い目で
見た

回復⽀援

BONDプロジェクトでシェルター退所後に対応したケース
・⼦育てしているが気持ちが追い込まれてしまい、⼦どもを見てもらいながら⾃分も少し休みたい。
・体調を崩して働けなくなってしまったためしばらくの間休養したい。

BONDプロジェクトスタッフと⼥の子の関わり
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性
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回復支援居場所での支援・シェルターの運営相談対応アウトリーチ

L
I
N
E
相
談

他機関との連携対応

・相談のしやすさを重視した同世代
スタッフによる対応

・相談経験年数の⻑いスタッフ
によるスーパーバイズ

他
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・宿
泊
を
伴
う
一時
的
な
休
養

・衣
食
住
の
提
供

・メ
ン
タ
ル
ケ
ア

・相
談
者
の
状
況
や
気
持
ち
の
整

理
、相

談
計
画

・弁
護
士
と
の
連
携

・地
域
で
の
⽀
援
に
繋
ぐ

・公
的
施
設
へ
の
⼊
所

繋
い
だ
他
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
話
を
聞
く
役
割
と
し
て
継
続
的
な

関
わ
り

（本
⼈
か
ら
希
望
が
あ
った
場
合
）

・３６５日相談受付
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⽣
活
⽀
援
物
資

（食
品
、
日
⽤
品
等
）

送
付
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BONDプロジェクトの相談・支援体制（２０２２年１⽉現在）

・街頭パトロール 週３回 夜間２時間程度（渋谷、新宿、池袋、横浜市内）
・ネットパトロール 週１回 ４時間程度

・LINE  週５回（火、日曜除く）１０：００〜２２：００

・電話 電話相談事業 週２回（⽉、土曜）１８：００〜２１：００
その他聞き取り随時

・⾯談 出張⾯談（都内、都外）随時
シェルターでの⾯談
オンライン⾯談 週１回（火曜）１４：００〜１７：００

・メール ２４時間受付

・横浜相談室運営 週２回（水、日曜）
⾯談 １３：００〜１９：００
電話相談 １４：００〜１９：００

・「ボンドのイエ」緊急一時保護、⾃⽴⽀援対応のシェルター。２拠点。夕方〜翌朝にかけてスタッフ滞在。
・「ボンドのイエ annex」ステップハウス。シェルターを退所し、１⼈暮らしの練習ができる。３拠点。

福祉事務所、児童相談所、婦⼈相談、病院、警察、ハローワーク、各種⼿続きなど

福祉事務所、児童相談所、婦⼈相談員、女性相談センター、病院（産婦⼈科、精神科、⾝体科）、警察、弁護士、ワーカー、保健師、⾃⽴援助
ホーム、⼦どもシェルター、就労⽀援、その他⺠間⽀援団体など

アウトリーチ

相談

シェルター運営

他機関連携

同行支援
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相談・⽀援対応に当たっているスタッフ２９名（２０２２年１⽉現在） 運営、事務局別途設置
BONDプロジェクトのスタッフ体制

２０〜３０代女性 ６名
・相談業務全般（ LINE相談、メール相談、電話相談、⾯談、オンライン⾯談、決められた相談時間外の対応、状況の聞き取りなど積極的介⼊）
・街頭パトロール、街頭アンケート
・物資⽀援
・出張⾯談、同⾏⽀援
・シェルターでの宿泊業務（緊急一時保護、中⻑期の⾃⽴⽀援、⾃⽴⽀援計画の作成）
・連携先の他機関との連絡調整
・サポートメンバーのスーパーバイズ（緊急度の判断、他機関連携や情報提供の判断、サポートメンバーの対応への助⾔）
・新⼈スタッフ研修
・スタッフミーティング
・相談件数集計、事例まとめ
・SNS投稿、配信

・相談担当（１０代〜２０代女性）１７名
相談の「⼊⼝」の部分を担当。同世代ならではの共感力、気軽さ、速いレスポンスでハイリスクな若年
女性に気づく。具体的な⽀援は必要としていない継続相談の対応。
LINE相談、メール相談、電話相談、相談室での⾯談、街頭パトロール

・ネットパトロール担当（２０代女性）２名 専属
・宿泊スタッフ（３０〜４０代女性）２名

⽉数回程度助っ⼈的にシェルターでの宿泊業務に関わる。中⻑期的にシェルターで暮らしていると普段
スタッフに話せないことが出てくる時もあるが、「たまに来る⼈」だからこそ話せることもある。

代表、統括

コアメンバー

サポートメンバー

全体的な⽀援方針の決定



セミナー事例 ＠愛知

18歳（高校生）

■ 強迫性障害、うつ病、自殺願望、自傷行為
■ ⺟親からの暴言
■ 親が通院・服薬に否定的
■ 自殺しようと家出、警察に補導、家に戻される
■ 「３学期が始まったら学校のトイレで首を吊って死ぬつもり」と本人

【課題】
・精神疾患を親が理解してくれず、治療したいと本人が思っていても難しい。
・回復見込みがあっても、現在の環境のままだと抜け出せず、複雑化してしまう可能性がある。
・早期に本人に合った治療、受け止めてくれる居場所等が必要。



20 歳（⼤学生）

■ 両親と3人暮らし
■ ⺟親からの暴言や暴⼒
■ ⽗親の借⾦、経済苦
■ 寂しさ、孤独感、希死念慮が強い

■ 自分の部屋もなく、家で⼀人になれる場所がない
■ 学校でのいじめ等、対人関係の問題もあり

【課題】
・「わかってもらえない」「話しづらい」等で、継続的に繋がることが難しくなってしまう。
・⻑期的に迷ったりし動けない期間も、寄り添い繋がることができ、

いざとなったら⼀緒に動ける機関（場所）が必要。

20代
■ 両親離婚
■ ⺟親とは絶縁状態
■ ⾼校⽣の時、⽗親他界

■ 18歳になり風俗で働く
■ 男性の家を転々とする⽣活
■ 客の⼦どもを妊娠、出産、乳児院に預ける

■ 再びネットで知り合った男の家を転々とする⽣活
■ ネットで知り合った男性を頼りに東京へ上京
■ 交際相⼿の⼦どもを妊娠、中絶
■ 交際相⼿と関係が悪化、暴言あり、家から出て行くよう言われる

■ 行く場所、頼れる人もいない
■ 所持⾦わずか、⾝分証なし、Wi-Fiがないと携帯も繋がらない

地域⽀援には繋がらず、東京での⽀援に繋がったケース


	【資料３】名古屋セミナー事例紹介講演１（BOND）配布用.pdf
	セミナー事例（愛知）上映用.pdf

